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臨床実習制度と概要



臨床実習での実施可能な基本技術の水準





到達目標



到達目標



当施設における診療参加型臨床実習



臨床実習で学ぶべき行為



診療参加型臨床実習（Clinical clerkship;CCS）



臨床推論



臨床推論



臨床推論
検査測定実習 評価実習

総合臨床実習



CCSにおける臨床推論



臨床指導の体制づくり



教授者・学習者関係



養成校におけるOSCEの現状



養成施設指導ガイドラインに関するQ＆A



模擬患者におけるOSCEの限界

当施設では、実利用者を基に施設内OSCE実施



CCSにおける評価



CCSにおけるパフォーマンス評価

奈良県理学療法士協会ホームページ E-1 臨床実習指導方法論 臨床実習の構成及び方法 44ページより引用

https://narapt.jp/image/0_0/b620ad7414450bc37c863a7e42538d77.pdf



能動的学習における評価方法



CCSにおけるポートフォリオの活用



CCSにおけるポートフォリオ例



ポートフォリオの実例



生涯学習者の育成



指導体制

入所

通所 訪問



指導体制 －複数で指導する場合－

入所 通所 訪問

多様な形態



臨床実習で要求される臨床能力



態度 協同学習（２：１モデル）

<ねらい>

・他学校の学生との交流を推奨
・お互いを尊重することで、人間関係が身に付く
・良きライバルがいることで、向上心が増加する

※同時期に複数の学生がいる場合



知識 協同学習（２：１モデル）

<ねらい>

・学生同士で話し合い、疑問点を共有する
・指導者に頼らず、問題解決策を導くことができる

※同時期に複数の学生がいる場合



技能 協同学習（２：１モデル）

<ねらい>

・その日に経験した技術を練習することができる
・技術の修正点を分析し、翌日に挑むことができる

※同時期に複数の学生がいる場合


